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はじめに 


本書では， 『日本語 MS-DOS ( Ver 5.0 A )』 （以下， MS-DOS 5.0 A ) の 製品 構成 や 使用 上の 注意 事 
項， 本 製品に 同梱 されて いる マニュアル に加えて さらに 解説が 必要と 思われる 機能に ついて 記載して お 
り ます. 

まず はじめに 「1. 製品の 構成」 を 参照し， パッケージ 内容を 確認して ください. 

本書に 書かれて いる もので 万一 ない ものが あ りましたら， お買い求め になった 販売店まで ご連絡く だ 


さい. 
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1 . 製品の 構成 

1.1 MS-DOS 5_0A の 製品 構成 

MS-DOS 5. 0 A には， 次の ような 製品が あります. 



基本 機能 セット （本 製品） 
[ PS 98-1003-32/ PS 98-1003-52] 

拡張 機能 セット 

[ PS 98-1004-32/ PS 98-1004-52] 


MS - DOS システム ファイル 

開発 ツール コマンド 


各種 コマンド 

( LIB , LINK , MAKE , MAPSYM , EXE 2 BIN , 

媒 

( DOS シェルを 始めと する FORMAT ， DISKCOPY , 

SYMDEB , DEBUG ) 

体 

CHKDSK , XCOPY , SYS 等の コマンド ファイル） 

AI かな 漢字変換 機能 
日本語 人力 辞書 （約 5 万 語） 

日本語 入力 辞書 （約 8 万 語） 


マニュアルの 読み方 

日本語 入カ ガイド 


インス トール ガイド 

プログラム 開発 ツール マニュアル 


さあ 始めよう MS-DOS 

プログラマー ズ リファレンス マニュアル V 0 L .1 

マ 

( DOS シェルの 解説を 中心と した 入門 マニュアル） 

プログラマー ズ リファレンス マニュアル VOL . 2 

ュ 

ア 

ノレ 

ステップ ア ップ マニュアル 

ユーザーズ リ ファ レンス マニュアル 

(コマン ドの 使用方法 や 日本語 入力の 操作に ついて 
やさしく 説明） 

補足 マニュアル 

本 製品の 内容と 取り扱い について （本書） 

( MS - DOS の コマン ドを 詳細に 解説） 


※ 『ユーザーズ リファレンス マニュアル [ PS 98-1003- RM 2]』 は， マニュアル のみの 別売 もして お 
り ます. 

※ 『拡張 機能 セット』 のみでは， MS-DOS 5. 0 A を ご 使用で きません. 

『拡張 機能 セット』 ご 購入 時には， あわせて 『基本 機能 セット』 も 購入して ください. 


1.2 基本 機能 セツ トの 製品 構成 


本 製品には， 以下の ものが 含まれて います. 


通番 

構成 品 

チェック 

• 

フロッピィ ディスク X 3 枚 


1 

日本語 MS-DOS システム ディスク# 1 


2 

日本語 MS-DOS システム ディスク# 2 


3 

日本語 MS-DOS システム ディスク# 3 


: 

マニュアル 


4 

マニュアルの 読み方 


5 

インス トール ガイド 


6 

さあ 始めよう MS-DOS 


7 

ステ ッ プア ッ プマ ニュ アル 


8 

補足 マニュアル 


9 

本 製品の 内容と 取り扱い について 

本書 

- 

その他 


10 

ユーザ 登録 カード 



上記の 表に 書かれて いるもので 万一ない ものが あ りましたら， お買い求め になった 販売店まで ご 連 
絡く ださい. 

注意： 『日本語 MS-DOS ( Ver 5.0)』 から バージョンアップ された 場合， 上記の 表のう ち 次の ものは 
含まれて おり ません. 

• マニュアルの 読み方 
•インスト ー ルガ イド 

•さあ 始めよう MS-DOS 

• ステップ アップ マニュアル 


2 


2. 本 製品 ご 使用に あたっての 注意事項 

本 製品を ご 使用の 際は 以下の 点に ご注意く ださい. 

• 市販の ソフト ウェアの 中には， 使用す る 日本語 MS - DOS の バージ ョ ンを 限定して いるものが ありま 
すので ご注意く ださい. 

•『基本 機能 セット』 の ディスクは ファイルが 圧縮され ている ため， そのままでは 利用で きません •ご 
利用の 際は 同梱の 「インストール ガイド」 に 従って 運用 ディスクを 作成して ください. 

•プロテクトの かかった ソフトウェア， システムの 情報を 直接 參照 している ソフトウェア， EMS/XMS 
機能 以外の 方法で 拡張 メモリ を 使用して いる ソフト ウェア 等は 一部 動作 不良を 起こす ものが あり ます. 

• 日本語 MS-DOS ( Ver 5.0 A ) の 機能 拡張に ともない， 各 コマンド などの ファイル 容量が 増加して い 
ますので， フロッピィ ディ スク への イ ンス トールの 際は ご注意く ださい. 

(フロッピィ ディスクに インストールした 場合， 運用 媒体は 4 枚になります.） 

• V 30， 8086 CPU 搭載 機 （ PC -98 LT - HA を 除く） や 本体 内 メモリが 640 キロ バイ トの 機種で 使用し 
た 場合， ユーザーズ メモリが 日本語 MS-DOS ( Ver 3.3 D ) と比べて 約 16 キロバイト 減少し ます. 

•アプリケーション ソフト 等を ご 使用の 際に メモリ が 不足す る 場合は， 不要な デ バイ ス ドライ バや常 
駐 コマン ドを 組み込ま ないよう にす るか， DOS シヱ ルを 終了して ご 使用く ださい. 

• PC - H 98 シリーズで ご 利用で きる ユーザ 定義 文字は， 全角 文字 219 文字の みです. 

• PC - H 98 シリーズで 利用 可能な メモリ 容量は， 最大 14. 6 メガ バイ ト です. 


3. 他の ◦日 製品との 関係 

MS-DOS 5.0 A に MS- DOS 3.3 x / MS-DOS 5.0 から 移行す る 場合 や， MS - DOS 5.0 A 上で MS - 
WINDOWS を ご 使用になる 場合は， 次の ことに ご注意く ださい. 

3.1 MS-DOS 3.3X/MS-DOS 5_0 からの 移行 

MS-DOS 3.3 x または MS-DOS 5.0 から MS-DOS 5.0 A に 移行す る 場合は 次の 手順で インスト ー 
ルを 行って く ださい. 

① 本 製品に 同梱 されて いる 「インストール ガイド」 に 従って， MS-DOS 5. 0 A を MS-DOS 3.3 x / 
MS-DOS 5.0 の 入って いる ドライブに インス トールし ます. 

② MS-DOS 5. 0 A の インストール 時に 作成され た 新しい CONFIG . SYS ファイルと AUTOEXEC . 
BAT フ ァイ ルは， MS-DOS 3.3 x / MS-DOS 5.0 運用 時の CONFIG . SYS ファイルと 
AUTOEXEC . BAT ファイルを 考慮して 作成され ています が， 環境に よっ ては 正常に 動作し な 
い 場合が あ ります. 

このため， MS-DOS 3.3 x / MS-DOS 5.0 運用 時の CONFIG.SYS ファイルと AUTOEXEC . 
BAT ファイル （ CONFIG . OLD と AUTOEXEC . OLD に リネームされ ています） を 参考に し， 
エディ タな どで 修正し ます. 

また， ADDDRV コマン ドで 指定す る デバイス ドライバ 定義 ファイル も MS-DOS 5.0 A の デバ 
イス ドライバを 使用す るよう に 修正す る 必要が あります. 

注意： MS-DOS 3.3 x / MS-DOS 5.0 と MS-DOS 5.0 A で 同名 または 同 機能の デバイス ドラ 
イバや コマンドは， 必ず MS-DOS 5 • 0 A の ものを 使用す るよう に 設定して ください. 

③ MS-DOS 3. 3 x で アプリケーションプログラム などを メニューに 登録し， ご 使用に なって いた 
場合は， 登録して いた メニュー ファイル （*. MNU ) を MENUCONV コマンドを 使って DOS 
シェルに 登録し ます. 

【書式 】 MENUCONV [ドライブ：] [パス] ファイル 名 1 [[ドライブ：] [パス] ファイル 名 2] 
ファイル 名 1 : 変換 元の メニュー ファイル 名を 指定し ます. 

ファイル 名 2 : 変換 先の DOS シェル 用 INI ファイル 名を 指定し ます. 

(ファイル 名 2 を 省略した 場合は DOSSHELL . INI に 登録し ます.） 

【使用例】 

次の例では， MS-DOS 3. 3 x で 使用して いた メニューの 内容を DOS シェルに 登録し ます. 
なお， メニューの 内容が 登録され ている AP . MNU ファイルが A ドライブの デイ レクト U¥AP 


にあり， ディ レクト U ¥ DOS に MS-DOS 5. 0 A が インストールされ ている ものと して 説明し ます. 
なお， は リターン キーの 入力を 表し， （アンダーライン） は 入カ データを 表します. 

MENUCONV A :¥ AP ¥ AP.MNU A :¥ DOS ¥ DOSSHELL . INI 0] 


MENUCONV コマン ドの メ ッ セージに 従って 操作し， MENUCONV コマン ドが 終了す ると DOS 
シ主 ルへの 登録は 終了 です. 

参考： MS-DOS 5.0 A では， 従来の メニューを お使いになる 方の ために MS - DOS 3. 3 D と 同等 
の MENU . COM と MENUED . EXE を 用意して います. 

使用方法に ついては， 従来の MS - DOS に 添付の マニュアルを ご 参照く ださい. 

注意： 1. 「メニューの 終了」 の 項目は DOS シェルには 登録で きません. 

2. メニュー タイトル •メニュー 項目 名が 半角 文字で 23 文字 （全角 11 文字） を 超える 場 
合は， DOS シェルに 登録す る 際に 半角 23 文字 （全角 11 文字） を 超えた 部分が 切り 捨 
てられます. 

3. DOS シェルの メニューを 記述す る ファイル （ DOSSHELL . INI ) を 直接 エディタで 
編集す る 場合は， ” [ programstarter ]” と ” group ，の 記述を 削除し ないで ください. 
削除した 場合は， MENUCONV コマン ドに よる 登録は できません. 

④ MS-DOS 5.0 の インストー ルされ ている ドライブに MS- DOS 5. 0 A を インストールした 場合 
は， DOS シェルの メニュー 等を 記述す る ファイル （ DOSSHELL . INI ) は， 変更され ません. 
したがって， DOS シェルの メニューに 登録して いた アプリ ケー シヨ ン プログラムは そのままの 
状態で ご 使用 になれ ます. 

なお， MS-DOS 5 . 0 A の DOSSHELL . INI ファイルは ’’DOSSHELL . NEW ” という ファイル 
名で インストールされ ています. インストール 直後の DOS シェルの 設定に したい 場合は， ファ 
イ ル 名を ’’ DOSSHELL . INI ” に リネームして ください. 

また， MS-DOS 5.0 A の インストール 時に 指定した サブ ディ レクト リに SETVER . EXE がすで 
にある 場合， 登録済の 情報を 保つ ために， インストール 時には 更新され ません ので ご注意く だ 
さい. 


3.2 MS-WINDOWS ( Ver 3.0) を 使 5 際の 注意 

MS-DOS 5 .0 A 上で MS-WINDOWS ( Ver 3.0) を ご 使用になる 場合は， 次の ことに ご注意く ださい. 

① 以下の デバイス ドライバ' は MS-DOS 5.0 A に 添付の デバイス ドライバを 使用して く ださい. 

1. HIMEM.SYS 

2. SMARTDRV.SYS 

3. RAMDISK.SYS 

4. EMM 386 . SYS ( MS-DOS 5. 0 A では EMM 386 .EXE となります.） 

注意： MS-WINDOWS ( Ver 3.0) が 先に インストールされ ている 場合は， MS-DOS 5.0 A の 
インス トール 時に CONFIG . SYS ファイルが 更新され， MS-DOS 5. 0 A に 添付の デ バイ 
ス ドライバが 設定され ます. 

② MS-WINDOWS ( Ver 3.0) のかな 漢字変換で く AI かな 漢字変換 （ MSKANJI . EXE )〉 を 使 
用す る 場合は， MS-DOS 5. 0 A に 添付の かな 漢字変換 ドライバを 使用して ください. 

かな 漢字変換 ドライ バの 変更は， CONFIG . SYS ファイル ま たは WINSTART . BAT ファイル 
の ADDDRV コマン ドで 指定す る デバイス ドライバ 定義 ファイルを 修正す る 必要が あります. 

【修正 例】 

〇 CONFIG . SYS ファイル または デバイス ドライバ 定義 ファ イ ルを 以下の よう に 修正す る. 

(修正 前） 

DEVICE = A :¥ WIND 0 WS ¥ NECAIK 1 . DRV 
DEVICE = A :¥ WINDOWS ¥ NECAIK 2 . DRV 

(修正 後） 

DEVICE = A :¥ DOS ¥ NECAIKl . DRV 
DEVICE 二 A :¥ DOS ¥ NECAIK 2. DRV 

③ MS-DOS 5. OA 上で， DPMI を 常駐 させた 場合， 

EXIT m 

を 入力し， 常駐を 解除して から WINDOWS を 起動して く ださい. 


3.3 MS-WINDOWS (Ve 「 3_CA ) を 使う 際の 注意 

MS-DOS 5.0 A 上で MS-WINDOWS ( Ver 3.0 A ) を ご 使用になる 場合は， 次の ことに ご注意く ださい. 

① すでに MS- WINDOWS ( Ver 3.0 A ) が インス トー ルされ ている ドライブに MS- DOS 5.0 A を 
インストール する 場合は， MS-DOS 5. 0 A の インス トー ルの 際に 作成され た CONFIG . SYS フ 
ァイ ルを そのまま ご 使用く ださい. 

ただし， ADDDRV コマン ドで 指定す る デバイス ドライバ 定義 ファイルで MS-DOS 5.0 A と 同 
名 または 同 機能の デバイス ドライバが ある 場合は， 必ず MS-DOS 5. 0 A の デバイス ドライバを 
使用す るよ うに 修正して く ださい. 

② 先に MS-DOS 5.0 A が インストールされ ている 場合に MS-WINDOWS ( Ver 3.0 A ) の インス 
トール や セッ ト アップを 行う と CONFIG . SYS ファイル 中の EMM 386 ドライバの 組み込み 順序 

や パラメータが 変更され， DOS シェルの 拡張 タスク スワップ 機能が 利用で き なくなったり， 他 
の デバイス ドライバが EMS メモリ を 使用で きずに メインメモリ を 消費す るた めに メモリ 不足と 
な' り， MS-WINDOWS ( Ver 3.0 A ) の 再 セットアップ 等が できなくなります. 

【 MS-WINDOWS が CONFIG . SYS フ ァイ ルを 書き換えて しまう 例】 

〇 MS-WINDOWS ( Ver 3.0 A ) を インストー ルす る 前の CONFIG . SYS ファイルの 内容 

FILES =30 

DEVICE 二 A:¥DOS¥EMM386.EXE /P = 96 /F 二 C000 /UMB /T 二 A:¥DOS¥EXTDSWAP.SYS 

DEVICE 二 A:¥D0S¥NECAIK1. DRV 

DEVICE = A:¥DOS¥NECAIK2 . DRV A:NECAI.SYS 

DOS 二 HIGH， UMB 

o MS-WINDOWS ( Ver 3.0 A ) の インストールした 後の CONFIG . SYS ファイルの 内容 
FILES 二 30 

DEVICE 二 A:¥DOS¥NECAIKl . DRV 

DEVICE = A :¥ DOS ¥ NECAIK 2. DRV AiNECAI . SYS 

DOS = HIGH , UMB 

DEVICE = A :¥ DOS ¥ EMM 386 .EXE /P = 64 / F = C 000 /UMB 

t 

組み込む 順序が 変更され， / T スイ ッ チが 削除され る 

この 例では， かな 漢字変換 ドライバ （ NECAIK 1. DRV , NECAIK 2. DRV ) が EMS メモリを 使 
用で き なくなり ます. 

また，/ T スイ ツチが 削除され たため DOS シェルの 拡張 タスク スワップ 機能 も 利用で きな くな 


り ます. 


このような 場合は， CONFIG . SYS ファイルの, 組み込み 川 頁 序と スイッチを エ デイ タ または CUSTOM 
コマンドを 使用して MS-WINDOWS ( Ver 3.0 A ) の インストール （または セットアップ） 前の 
設定に 戻して ください. 

WINDOWS の インストール （または セットアップ） 前の CONFIG . SYS ファイルの 内容は 
WINDOWS を インストー ル （または セットアップ） した デ、 イレク トリに’’ CONFIG . OLD ” と 
いう ファイル 名で 保存され ています. 


MS-DOS 5.0 A 上で， DPMI を 常駐 させた 場合， 

EXIT m 

を 入力し， 常駐を 解除して から WINDOWS を 起動して く ださい. 


4. MS - DOS を 起動す る ディスク ドライブの 設定 


MS-DOS 5.0 A では， MS - DOS を 起動す る ディスク ドライブの 設定 方法が MS - DOS 3.3 C 以前の 方法 
から 変更され ています ので 次の ことに ご注意く ださい. 

4.1 自動 起動の 設定 

ノーマル モー ドでの 固定 ディ スク から 固定 ディ スク 起動 メニュー プログラムを 経由せ ずに 自 
動 起動させる ための 操作 方法を 次の よう に 変更し ま した. 

(従来） 1. 固定 ディスク 起動 メニュー プログラムで 「自動 起動の 設定」 をす る. 

2. SWITCH コマンドで 「起動 装置」 を 自動 起動す る 固定 ディ スク にす る. 

3. ディップ スイッチの 2 -5 を ON にす る. 

(変更 後） 1. 固定 ディスク 起動 メニュー プログラムで 「自動 起動の 設定」 をす る. 

^ SWITCH コマン ドの 実行を 不要に しました. 


4.2 固定 ディスク 起動 メニュー プログラムの 起動 

ノーマル モードで 自動 起動の 設定を 行った 場合に， 固定 ディ スク 起動 メニュー プログラムを 起動す 
るた めには rai キーを 押しながら 電源を オンに します. 

この 時， fWl キーは 「ピッ ピッピ ッ…」 と 音が なる まで 押した ままに してく ださい. 

注意： 1. ハイ レゾ モードは 従来の 操作 方法から 変更され ていません. 

2. 2 台 目 以降の 固定 ディ スクに MS-DOS 5. 0 A を インストールした 場合は 現在 ご 使用の 方式 

から 変更され ません. 

※詳しくは インストール ガイドの 『2.5 ディスク ドライブを 増設す るには』 の 『 MS - DOS を 起動す る 


ディ スク ドライ ブの 設定』 を ご 参照く ださい. 


5. MS-DOS 5 JD に 対応して いない かな 漢字変換 ドライバを 使う 一 KKCSAV.SYS — 

MS-DOS 5.0 では， MS-DOS 3. 3 x で 使用して いた， かな 漢字変換 ドライバ （以下 FEP : Front End 
Processor ) が, 動作し ない 場合が あります. 

このため， MS-DOS 5. 0 A では 日本語 入力を サポート する FEP のうち MS-DOS 5.0 A ( MS-DOS 5.0 
も 含む） に 対応して いないの ものを 動作させる デバイス ドライバ として 「 KKCSAV . SYS 」 を 用意して 
います. 

MS-DOS 5.0 に 対応して いない FEP を 使用す る 場合は， CONFIG . SYS ファイル もしくは デバイス 
ドライ バ 定義フ ァイ ルを 次の よう に 修正す る 必要が あ ります. 

【例 1】 

① エディ タな どで CONFIG . SYS ファイルを オープン します. 

オープンした CONFIG . SYS ファイルに 次の ような コマンド ラインが あると 仮定し ます. 

DEVICE 二 A :¥ FEP ¥ NIHONGO . SYS 

ここでは， MS-DOS 5.0 に 対応して いない，， NIHONGO . SYS ” という ファイル 名の FEP が A 
ドライブの ¥ FEP ディ レクト リ にある ものと 仮定して います. 

② ①の コマンド ラインの 前に， ’’ KKCSAV . SYS ” を 組み込む ための コマンド ラインを 追加し ます. 

DEVICE 二 A :¥ DOS ¥ KKCSAV . SYS 
DEVICE 二 A :¥ FEP ¥ NIHONGO. SYS 

ここでは， ’’ KKCSAV . SYS ” が A ギ DOS ディ レクト リ にある と仮定して います. 

③ CONHG . SYS ファイルを 保管し， 変更した 内容を 有効に する ために システムを 再起動し ます. 

また， DOS シェル 上で MS-DOS 5.0 に 対応して いない FEP を 使用す る 場合は， CONFIG . SYS ファ 
イ ルでは 組み込まずに ADDDRV / DELDRV コマン ドを 使用し なく ては なり ません. 
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【例 2】 

① ADDDRV コマン ドで 使用す る デバイス ドライバ 定義 ファイルを 次のように 作成し ます. 

DEVICE = A :¥ DOS ¥ KKCSAV . SYS 
DEVICE 二 A :¥ FEP ¥ NIHONGO . SYS 

ここ では， A:¥DOS ディレクトリに ’’ KKCSAV . SYS ” が あり， た ¥FEP ディ レクト リに ’’NL 
HONGO . SYS ” という ファイル 名の MS-DOS 5 . 0 に 対応して いない FEP が ある ものと 仮定し 
ています. 

② ①で 作成した デバイス ドライバ 定義 ファイルを” FEP . DEV ” という ファイル 名で 保存し， これ 
を DOS シェ ルの タス ク上で 組み込みます. 

この 時， 次の ような バッチ ファイルを 作成し， DOS シェルの メニューに 登録して おくと 使い や 
すい 環境が 作成で き ます. 

ADDDRV A :¥ DEV ¥ FEP.DEV 

— ここで FEP を 使用す る アプリケーション ソフ ト などを 起動す る. 

DELDRV 

ここでは， A:¥DEV デイ レクト リに デバイス ドライバ 定義 ファイル” FEP . DEV ” が ある ものと 
仮定して います. 

注意： 1. ” KKCSAV . SYS ” は， 使用す る FEP よりも 前に 指定して ください. 

2. 使用す る FEP によって は， SETVER コマンドと ’’ KKCSAV . SYS ” の 両方を 使用す 
る 必要の ある 場合 や， ” KKCSAV . SYS ” を 組み込んでも 使用で きない 場合 も あり ます. 

3. DOS シェル 上で MS-DOS 5.0 に 対応して いない 同一の FEP を， 同時に 複数の タス 
クに 組み込んで 使用す る こと はでき ません. 

4. MS-DOS 5.0 に 対応して いない FEP を 組み込んだ 場合には， SELKKC コマンドに 
よる FEP の 選択は できません. 

5. MS-DOS 5.0 に 対応して いない FEP だけを ご 使用になる 場合， ” KKCFUNC . SYS ” 
を 組み込む 必要は あり ません. 

’’ KKCFUNC . SYS ” は， MS-DOS 5.0 に 対応して いる FEP を 使用す る 場合に 一つ 
だけ 組み込んで 使用す る デバイス ドライバです. 

6. バッチ ファイル 中で ADDDRV コマンドを 使用す る 場合は， DELDRV コマンドを 必 
ず 最後に 記述して く ださい. 
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B . DOS シェルを 使用す る 際の 注意 

6.1 DOS シェルを タスク スワップ •オンで 使用す る 場合の 注意 

DOS シェルを タスク スワップ • オンで ご 使用になる 場合は， 次の ことに ご注意く ださい. 

① DOS シェルを タスク スワップ •オンの 状態で， グラフ 画面を 使用す る アプリケーション ソフトを 
実行す る 場合は， 以下の 手順で 「プログラム リスト」 に 登録して ください. 

【登録 方法】 

1. メニュー バーの 「ファイル」 を 選択し ます. 

2. プルダウン メニューから 「新規 登録」 を 選択し ます. 

3. 「プログラムを 登録す る」 を 選択し ます. 

4. 「プログラム •タイトル」， 「コマンド」 等， 必要な 登録 情報を 入力 欄に 入力し ます. 

上記の 手順で アプリ ケー ショ ン プロ グラムを DOS シェルに 登録す ると， 「 ビデオ モード」 が 「グ 
ラフィック」 で 登録され ます. 

「ビデオ モード」 は 上記の 4 .の 画面で 「その他…」 を 選択す ると 表示され ます. 

注意： 「ビデオ モード」 が 「テキスト」 の 場合， タスク スワップの 際に 画面 情報が 保持され ない 
ため， タスク スワップを 行う と 画面が 乱れる 場合が あります. 

次のように 起動した プログラムは， 「ビデオ モード」 が 「テキスト」 で 起動され ますの 
で ご注意く ださい. 

1. DOS シェルの 「ファイル リスト」 に 表示され ている ファイルを 直接 起動した 場合. 

2. gFilFTl + im キーで 起動され る コマン ド プロンプト. 

② 通信の 実行中 や プリンタに 印刷 中の タスク •スワップは， 行わないで ください. 

タスク • スワップを 行う と， 処理が 中断され るた め 正しい 結果を 得られな く なります. 

③ 同じ アプリ ケー ショ ン ソフト を 複数 起動す ると アプリ ケー ショ ンソフ トの 動作は 保証され ません. 

④ ファイル 等の 資源を 共有す る プログラムを 複数 起動し， タスク. スワップを 行う と ファイル 破 
壊 や システム 破壊の 原因と なり ます. 
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6.2 マウスを 使用す る アプリケーション プログラムの 注意 

DOS シヱ ル 上で ア プリ ケー ション プログラムを ご 使用 になる 場合に， アプリケーションプログラム 
が マウス ドライ バを 使用す る 場合は 次の 手順で アプリ ケー ショ ン プロ グラムを 起動して く ださい. 

【起動 方法】 

1. MS-DOS 5 .0 A に 付属の MOUSE.COM を 起動す る. 

2. DOS シェルを 起動し ます. 

3. 下記の よう な マウス ドライバの 組み込みと アプリ ケー ショ ン プロ グラムの 起動を 行う バッチ 
ファイルを 作成し， DOS シヱ ルに 登録し ます. 

〇 MOUSE.COM を 使用す る アプリ ケー シ ョン ソフト 

' MOUSE 
AP の 起動 
、 MOUSE /に 

〇 MOUSE . SYS を 使用す る アプリ ケー ショ ン ソフト 

ADDDRV デ バイ ス ドライ バ 定義 フ ァイ ル、 

AP の 起動 

、 DELDRV > 

この 時の デバイス ドライバ 定義 ファイルは， 以下の よう な 内容を 記述し ます. 

DEVICE = ¥ D 0 S ¥ M 0 USE . SYS 

〇 MS-DOS 5.0 A に 含まれて いない マウス ドライ バを 使用す る アプリ ケー ショ ン ソフト 

ADDDRV デバイス ドライバ 定義 ファイル （または マウス コマン ドの 実行）、 

AP の 起動 

、 DELDRV (または マウス の 常駐 解除） メ 
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6.3 その他の 注意事項 


① DOS シヱ ル 上の コマンド プロンプトで， ADDDRV コマンドを 実行し デバイス ドライバを 組み 
込んだ 場合には， ’’ EXIT ” コマン ドで DOS シェルへ 戻る 前に， 必ず DELDRV コマン ドを 実行 
し 組み込んだ デバイス ドライバを 取り外して ください. 

② DOS シヱ ルの 「プログラム リスト」 に 登録す る 際の 登録 情報の 一つで ある 「アプリケーション. 
ショート •カット. キー」 は， キー および [53 キーの 状態を 含めて 登録され ます. 

注意： 画面 上に 表示され る 「アプリケーション •ショート •カット キー」 の 登録 情報は， 登録 さ 
れた [5 X ^1 キー およ び ^ T 1 キーの 状態に 関わらず， 大文字の 英数字と なり ます. 


【登録 例】 


登録 情報 

アプリ ケーシ ョン •ショート •カット •キー 

画面 表示 

プログラム 1 

(GRPH) + A 

GRPH + A 

プログラム 2 

(GRPH) + a 

〃 

プログラム 3 

[GRPH1+ チ (CAPS ON ) 

// 

プロ グラム 4 

(GRPH1+ チ （CAPS OFF ) 

n 


③ DOS シェルに SETUP コマン ドで アプリ ケー ショ ン プログラムを 登録した 場合 「プログラム リ 
スト」 に 登録で きる タイ トルの 文字 数が 最大で 半角 23 文字 （全角 11 文字） のために， タイトル 
の 一部分が 切れて しまう 場合が あります. 

このような 場合は， DOS シェルの メニューから 「登録 情報」 を オープンして， タイトルを 上記 
の 文字 数 以内 となる よう に 修正 してく ださい. 

④ ファイル リス ト 上の カーソルを 移動して プログラム ファイルを 選択し， 起動しても カレント ド 
ライブ および カレント ディレクトリは， 変更され ません. 

注意： ” COMMAND . COM ” を 起動したり DOS シェルを 終了した 場合は， 選択され ていた ドラ 
イ ブ およ び デイ レクト リが カレン トと なります. 
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